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　大島区の敬老会が１０月５日(日)大島多目的ホールふれあい

館で開かれました。

　当日は７５歳以上の対象者４７４人の内、１０６人が出席しま

した。出席者で最高齢者は９６歳の方でした。

　懐かしい顔ぶれが集まる中、余興やお楽しみ抽選会などで楽し

いひと時を過ごしました。

　これからもお身体に気をつけて、元気でお過ごしください。

　来年も、会場でお会いしましょう。

見てね！
ホームページ

インスタグラム

参加者大募集！お問い合わせは大島まちづくり振興会まで参加者大募集！お問い合わせは大島まちづくり振興会まで

認知症サポーター養成講座  受講者募集中 !

□日　時　令和７年１２月１２日（金）　１０時～１２時
□会　場　大島就業改善センター　３階　大会議室

まちづくりだより
編集発行　大島まちづくり振興会

第４６号

令和７年度「おおしまフォトコンテスト」入賞作品決定！

令和7年１１月 18日発行

　「はるとなつ」をテーマに募集したところ、３７点（１４名）の応募がありました。

１０月７日（火）に審査が行われ、加藤広子さんが最優秀賞に輝きました。おめでと

うございます。なお、この事業は上越市地域独自の予算事業を活用しています。

まちづくりだより

　空に浮かぶ雲と木々が鏡のように澄んだ水にくっきりと映った景色がとても素晴ら

しいです。そこに虫取り網を持った子どもが映りこんでいることで、さらに季節感や

雰囲気を盛り上げているとても良い作品です。

【最優秀賞】加藤広子さん (大島区棚岡 )　天空鏡

講評

りんどうほたる合唱団による熱唱

土佐流　関川会による余興

大島保育園児によるお遊戯

健康長寿を願い、座ったままで万歳三唱！

　認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し、認知症の方やそのご家族

を地域であたたかく見守り支えていく人々です。認知症は、だれもがなりうる病気

です。住み慣れた大島で楽しく暮らせるように一緒に学び、考えてみませんか。

その他入賞作品は中面をご覧ください。 →



　うっそうと茂る木々の間から差し込む
木漏れ日とその隣の滝から流れ落ちる水
の躍動感をうまく捉え、初夏の雰囲気を
表現したよい作品です。撮影者の技術の
高さも伺えます。

金子　武さん (浦川原区有島 )
光芒と滝

【特別賞】

講評

【入選】
【優秀賞】

おおしまフォトコンテスト「おおしまのはるとなつ」入賞作品

　今回の作品のほとんどが風景写真でしたが、もう少し人物を入れた写真もあったほうがよかったように
思います。その点、最優秀作品は風景と子どもがお互いを引き立てあった作品に仕上がっていました。
　また、大島区ではよく話題になる蛍の写真がなかったのも残念でした。
　早朝から夕暮れまでの時間帯に撮影した作品が、同じ様な場所でも違った表情の風景を表していました。
夜の風景があってもよかったと思います。
　今回は写真のレベルに加えて、テーマ（大島区の春や夏）に沿った写真かを審査の対象として選考させ
ていただきました。今後も素晴らしい作品を期待しています。

佐野真一さん（五泉市曙町）
高原の夕暮れ

内山勝彦さん（大島区田麦）
ブナの森の新緑

本山真子さん（大島区仁上）
棚田を越えて

佐野勝哉さん（胎内市大出）
眺望

金子　武さん（浦川原区有島）
雪どけ待つ峠の里山

佐野勝哉さん（胎内市大出）
晴天

加藤広子さん（大島区棚岡）
ともだち

田辺里美さん（大島区田麦）
棚田の夏

早川丈夫さん（大島区石橋）
遅い春に待ちきれなくて

高橋澄恵さん（大島区大平）
やっと来た！春

講評 (全体 )


